


たとえば、 ４と １２で考えるなら



４×３＝１２

倍数４から見たら１２は



ぎゃくに
１２から見たら４は

１２÷４＝３

わりきれるから

約数
やく



４×３＝１２

倍数

１２÷４＝３

約数
やく

は、かけ算で考えてる。

は、わり算で考えてる。



かけ算とわり算が
ぎゃくの計算というように



（商も整数）


